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ビタ ミン類 が蛋白質そ の他 の高分 子化合物 に結 合もし

くは吸 着されてい ることから，食 品中のビ タミンBiBa

定量法 に問題 があるのではない かと考えられる。 前報 の

ご とく,動物性食品 につい てそ のBi  B2 含有 量をみると，

酵 素処理 をす るこ とにより, 常法にて定 量されるBiBa

量 より払 高い値を示し，天 然食品 中のビ タミンＢ類 と

蛋 白質 とが結 合もし くは吸 着し てい ることがわかる。

今回 は，植物性食品（大豆 ・納豆 ）につい て同 様の検

討 を試 みた。即 ち，大豆・納 豆につい て従来 の方 法でそ

のB1B2 量 を測定 すると共 に,タカジアスターゼ（プ ロナ

ーゼリッチ） による加水分解 を行 なったものについ て，

経時的 にBi  B2量を測定し た。 Bi量はBrCN 酸化 による

チ オクロ―ム螢光法,   Bj量は八木式 ルミフラビン螢 光法

で行 ない，これ と平行し て遊 離せるアミノ酸 をフォル モ

ール 滴定法によって定量し た。

こ の結果 から，前報 の動物 性食品 と同 様に，植物性食

品（大 豆・納 豆）につい ても，タ カジ アスターゼを作用

させた場合， 従来 の測定方 法によるより 仏 蛋 白質お よ

び その他 の高分子化合物 の分解 によって遊 離し て来 たも

のと考えられるB1B2 量の増加か認められた。


